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第
52
回
岡
山
県
子
ど
も
大
会
（
表
彰
式
） 

令
和
5
年
度
定
期
総
会 

開
催 

令
和
5
年
6
月
18
日(

日) 

岡
山
県
子
ど
も
会
連
合
会
会
長 

(

公
社)

岡
山
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議

会
長
表
彰 

子
ど
も
会 

吉
見
子
ど
も
会 

 
 

（
津
山
市
） 

爪
崎
子
ど
も
会 

 
 

（
倉
敷
市
） 

北
川
子
ど
も
会 

 
 

（
倉
敷
市
） 

 

岡
山
県
子
ど
も
会
連
合
会
会
長
感
謝
状 

武
縄
良
一 

 
 
 
 

（
倉
敷
市
） 

岡
本
健
二 

 
 
 
 

（
倉
敷
市
） 

 

第
52
回
（
令
和
5
年
度
）
子
ど
も
大
会
（
表
彰
式
）・
定
期

総
会
が
岡
山
県
総
合
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
NPO
会
館
「
き

ら
め
き
プ
ラ
ザ
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
浅
原
会
長

の
挨
拶
の
後
、
長
年
の
活
動
を
讃
え
て
団
体
・
個
人
の
み
な

さ
ん
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

昨年新聞の発行が出来なかったのでここに 

5 年度の表彰者を載せました。 

次のページから、6 年度を掲載します。 
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令
和
6
年
6
月
16
日 

 
 

き
ら
め
き
プ
ラ
ザ
於
い
て
、 

岡
山
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
副
会
長 

北
川 
歳
昭 

様 

 

岡
山
県
教
育
庁
生
涯
学
習
課
副
課
長 

佐
野 

俊
貴 

様 

 

岡
山
県
教
育
庁
生
涯
学
習
課
主
幹 

畦
田 

真
介 

様 

 

岡
山
県
子
ど
も
会
連
合
会
顧
問 

赤
澤 

正
基 

様 

 

の
御
来
賓
を
お
迎
え
し
て
、
第
53
回
（
令
和

6
年
度
）
子
ど
も
大
会
（
表
彰
式
）
・
定
期

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
浅
原
会
長
の
挨

拶
の
後
、
長
年
の
活
動
を
讃
え
て
団
体
・
個

人
の
み
な
さ
ん
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。 

 岡
山
県
子
ど
も
会
連
合
会
会
長 

(

公
社)

岡
山
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
会
長

表
彰 

子
ど
も
会 

両
川
尻
子
ど
も
会 

 
 
 
 

（
倉
敷
市
） 

道
口
東
子
ど
も
会 

 
 
 
 

（
倉
敷
市
） 

ク
リ
ー
ン
三
ツ
葉
子
ど
も
会 

（
倉
敷
市
） 

 

岡
山
県
子
ど
も
会
連
合
会
会
長
感
謝
状 

子
ど
も
会
育
成
指
導
者
・
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー 

西
井
聡
子 

 
 

 
 

 
 

（
倉
敷
市
） 

福
間 
恵 

 
 

 
 

 
 

（
倉
敷
市
） 

久
常
昌
義 
 

 
 

 
 

 

（
津
山
市
） 

香
西
海
斗(

JL)
 
 
 
 
 

（
倉
敷
市
） 

 

            

                             

                             

第
53
回
岡
山
県
子
ど
も
大
会
（
表
彰
式
） 

 
 
 
 

令
和
6
年
度
定
期
総
会 

開
催 
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そ
の
後
、
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
、
令
和
五

年
度
の
事
業
報
告
・
決
算
報
告
が
行
わ
れ
、

令
和
六
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
及
び
活
動

方
針
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

                         

   JL
育
成
部 

 
 
 
 

部
長 

 

岡
田 

進 

 
 
 
 

部
員 

 

影
山
忠
孝 

 
 
 
 

〃 
 
 

三
宅
由
子 

 
 
 
 

〃 
 
 

樋
口
陽
子 

 
 
 
 

〃 
 
 

安
原
茂
樹 

 
 
 
 

〃 
 
 

山
口
省
吾 

 
 
 
 

〃 
 
 

浅
原
義
大 

 
 
 
 

〃 
 
 

荒
尾
さ
よ
子 

 
 
 
 

S
代
表 

片
田
直
和 

安
全
・
研
修
部 

 
 
 
 

部
長 

 

吉
田
清
二 

 
 
 
 

副
部
長 

梶
原 

仁 

 
 
 
 

部
員 

 

小
野
孝
美 

 
 
 
 

〃 
 
 

松
本
佑
太 

 

〃 
 
 

藤
野 

茂 

 
 
 
 

〃 
 
 

神
崎 

仁 

 

〃 
 
 

山
下
恵
美 

 
 
 
 

〃 
 
 

長
谷 

茂 

 
 
 
 

〃 
 
 

西
田
洋
文 

 
 
 
 

〃 
 
 

佐
藤 

聡 

広
報
部 

 
 
 
 

部
長 

 

石
黒
誠 

 
 
 
 

副
部
長 
中
谷
昌
明 

 
 
 
 

部
員 

 
米
戸
巴 

 
 
 
 

〃 
 
 

広
畑 
基 

 

〃 
 
 

齊
藤
靖
知 

 
 
 
 

〃 
 
 

河
本
一
二 

 

〃 
 
 

安
藤
彰
英 

 
 
 
 

〃 
 
 

河
原 

素 

 
 
 
 

〃 
 
 

岩
本
浩
美 

 

  

 

令
和
5
年
10
月
14
日(

土) 

KYT
登
山
in
毛
無
山 

              

 

次
ペ
ー
ジ
よ
り
6
年
度
の
KYT
登
山
紹
介
し

ま
す
。 

 

令
和
6
年
度
専
門
部
部
員
名 

KYT

登

山 
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今
年
は
10
月
12
日(

土) 

県
北
蒜
山
三
山

の
一
つ
、
下
蒜
山(

一
、
一
〇
五
ｍ)

に
登
山

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

朝
、
犬

挟

い
ぬ
ば
さ
り

峠
の
登
山
口
駐
車
場
に
集
合

し
て
、 

          

浅
原
会
長
の
挨
拶
を
聞
き
、 

          

準
備
運
動
を
し
て
、 

            
腰
痛
持
ち
の
石
黒
副
会
長
も
腰
ベ
ル
ト

を
し
、
二
人
の
留
守
居
を
残
し
て
・
・
・ 

            

8
時
半
、
頂
上
を
目
指
し
て
出
発
す
る
。 

 

             

8
時
45
分
、
頂
上
ま
で
1
時
間
40
分
の

看
板
の
と
こ
ろ
で
休
憩
を
す
る
。 

              

小
休
止
の
後
、
出
発
を
す
る
。 

              

ま
だ
ま
だ
余
裕
の
笑
い
・
・
・
。 

             

令
和
6
年
度
KYT
登
山 
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し
か
し
、
何
か
し
ら
長
い
階
段
が
目
に
つ

い
た
。 

            

出
発
し
て
か
ら
30
分
、
疲
れ
が
出
始
め
た

の
で
一
歩
一
歩
登
る
。 

             

              

登
山
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
県
子
連
前

会
長
で
も 

            

疲
れ
顔
・
・
・
。 

 

・
・
・
で
、
階
段
を
過
ぎ
て
皆
さ
ん
安
心
。 

             

ピ
ー
ス
を
す
る
余
裕
も
出
て
き
た
。 

             

 

普
通
の
山
道
を
会
話
し
な
が
ら
登
っ
て

い
く
。 
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出
発
し
て
か
ら
40
分
、
三
合
目
を
通
過
、 

             

 

何
か
し
ら
足
元
が
悪
く
な
り
、 

             

鎖
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
の

坂
を
必
死
で
登
る
。 

何
と
か
五
合
目
に
到
着
。 

           

 

は
る
か
彼
方
に
頂
上
が
見
え
る
。
あ
そ
こ

ま
で
か
と
元
気
を
も
ら
い
、 

                          

 

秋
め
い
た
爽
や
か
な
風
が
頬
に
感
じ
な

が
ら
開
け
た
高
原
に
ホ
ッ
と
し
て
小
休
止
。 
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あ
と
40
分
の
看
板
を
見
な
が
ら
進
む
。 

              

10
時
10
分
、
七
合
目
の
看
板
を
通
過
。 

             

出
発
し
て
1
時
間
、
九
合
目
着
。 

            
あ
と
少
し
で
頂
上
・
・
・
。 

雲
に
隠
れ
た
大
山
を
望
み
な
が
ら
、 

            

頂
上
に
着
き
、
そ
こ
で
KYT
の
座
学
と
集
合

写
真
。 

             

今
年
の
参
加
者
は
、
い
つ
も
よ
り
多
い
で

し
ょ
う
。 

              

 

昼
食
を
し
て
12
時
半
下
山
に
向
か
う
。 

             

遥
か
か
な
た
の
望
遠
で
撮
っ
た
駐
車
場
。

あ
～
あ
、
来
た
か
ら
に
は
あ
そ
こ
ま
で
帰
ら

な
く
て
は
い
け
な
い
の
か
ぁ
～
・
・
・
。 
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写
真
を
撮
っ
て
い
る
間
に
や
や
遅
れ
て

し
ま
っ
て
、
追
い
つ
こ
う
と
頑
張
っ
て
13
時

10
分
、
五
合
目
ま
で
到
着
。 

            

登
り
の
時
に
苦
労
し
た
鎖
の
あ
る
坂
を

下
る
。
こ
れ
ま
た
大
変
だ
!! 

            

「
あ
っ
、
危
な
い
・
・
・
滑
っ
た
。」 

              

何
と
か
ケ
ガ
す
る
こ
と
な
く
階
段
の
道

に
差
し
掛
か
る
。 

                           

                  

腰
痛
の
石
黒
副
会
長
も
無
事
に
下
山
。 

         

・
・
・
で
、
登
山
の
話
は
お
わ
り
で
す
。 
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   「
第
51
回
子
ど
も
大
会
イ
ン
美
作
」 

50
回
を
高
梁
市
で
、
51
回
が
美
作
市
の

担
当
と
な
り
令
和
5
年
2
月
4
日
、
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

昔
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
た
凧
あ
げ
大
会

と
同
時
の
会
場
の
美
作
市
野
球
場
で
行
い

ま
し
た
。 

                 

子
ど
も
大
会
の
行
事
は
、
マ
ン
カ
ラ
と
ラ

ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
で
す
。 

                             

「
第
52
回
子
ど
も
大
会
イ
ン
早
島
」 

令
和
5
年
11
月
5
日
、
早
島
町
に
て
第

52
回
子
ど
も
大
会
が
早
島
町
中
央
公
民
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

県
子
連
の
田
中
理
事
の
指
導
も
と
バ
ル

ー
ン
ア
ー
ト
を
開
催
。 

                       

                             

振
り
返
っ
て
み
よ
う
「
子
ど
も
大
会
」 
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隣
の
教
室
で
は
、
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
と
ド

ッ
ジ
ビ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。 

                           

                             

「
第
53
回
子
ど
も
大
会
イ
ン
倉
敷
」 

令
和
6
年
12
月
8
日(

日)

、
倉
敷
市
健
康

福
祉
プ
ラ
ザ
に
て
、
53
回
子
ど
も
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

ド
ッ
ジ
ビ
ー
デ
ィ
ス
ク
投
げ
を
し
て
、 

                        

デ
ィ
ス
ク
の
投
げ
方
を
練
習
し
、
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
で
あ
る
「
ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
」
の
試

合
を
学
び
ま
し
た
。 

フ
ラ
イ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
協
会
の
役
員

と
環
太
平
洋
大
学
の
学
生
の
指
導
の
下
、
ド

ッ
ジ
ビ
ー
デ
ィ
ス
ク
を
使
っ
た
「
ア
ル
テ
ィ

メ
ッ
ト
」
を
体
験
し
ま
し
た
。 
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    9
月
14
日
～
15
日
に
数
年
ぶ
り
の
「
桃
太

郎
ミ
ス
テ
リ
ー
列
車
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
ミ
ス
テ
リ
ー
列
車
は
、
県
内
の
小
学

4
年
生
か
ら
6
年
生
を
対
象
に
小
学
生
40

名
、
育
成
者
10
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
14

日
朝
8
時
、
岡
山
駅
集
合
し
受
付
を
終
わ

ら
せ
、
班
ご
と
に
分
か
れ
、
保
護
者
の
見

守
る
中
、
短
め
の
開
会
式
を
行
っ
た
後
、

一
般
車
両
の
待
つ
ホ
ー
ム
へ
移
動
し
ま
し

ま
し
た
。 

し
ば
ら
く
す
る
と
、
ホ
ー
ム
に
私
た
ち
の

乗
り
込
む
車
両
が
入
っ
て
き
ま
し
た
。 

受
付
時
に
割
り
当
て
ら
れ
た
座
席
番
号

へ
順
番
に
乗
り
込
み
ま
し
た
。 

 

ほ
ぼ
貸
し
切
り
（
予
約
車
両
）
状
態
で
し 

た
。 

し
ば
ら
く
し
て
車
両
が
動
き
出
し
ま
し 

た
。 

走
り
出
し
た
ミ
ス
テ
リ
ー
列
車
の
中
で
、

各
班
で
の
自
己
紹
介
が
始
ま
り
、
そ
こ
そ
こ

終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
お
や
つ
の
時
間
が
始

ま
り
ま
し
た
。 

列
車
の
行
先
や
、
停
車
駅
、
車
内
ア
ナ
ウ

ン
ス
に
耳
を
傾
け
て
い
る
児
童
、
お
か
し
の

交
換
を
し
て
い
る
児
童
、
各
班
に
配
置
さ
れ

た
育
成
者
に
行
先
や
、
こ
れ
か
ら
何
が
起
こ

る
か
な
ど
、
質
問
攻
め
を
し
て
い
る
児
童
、

そ
れ
ぞ
れ
が
最
初
の
到
着
地
ま
で
の
時
間

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

今
回
の
ミ
ス
テ
リ
ー
列
車
は
、
四
つ
の
体

験
が
待
っ
て
い
ま
し
た
。 

ま
ず
一
つ
目
の
体
験
は
、
「
手
打
ち
う
ど

ん
づ
く
り
」
で
す
。 

一
般
的
な
う
ど
ん
体
験
と
は
違
い
、
う
ど

ん
の
イ
ロ
ハ
を
学
ん
だ
、
一
通
り
の
説
明
を

受
け
た
後
、
用
意
さ
れ
た
前
掛
け
を
装
着
し
、

用
意
さ
れ
た
生
地
を
伸
ば
す
と
こ
ろ
か
ら

始
ま
り
ま
す
。 

ま
ず
は
、
音
楽
に
合
わ
せ
、
生
地
を
足
で

踏
み
広
げ
ま
す
。
思
っ
た
よ
う
に
は
広
が
ら

ず
、
同
じ
チ
ー

ム
と
な
っ
た

児
童
同
士
で
、

ア
イ
デ
ア
出

し
合
い
、
生
地

を
あ
る
程
度

伸
ば
し
ま
す
。 

続
い
て
、
麵

棒
で
生
地
を

押
し
伸
ば
し
、

先
生
が
用
意

し
た
見
本
を
見
な
が
ら
包
丁
を
入
れ
て
い

き
ま
す
。 

そ
れ
ぞ
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
長
さ
、
太
さ
の

う
ど
ん
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。 

そ
の
あ
と
、
生
地
作
り
の
体
験
を
も
行
い

ま
し
た
。 

桃
太
郎
ミ
ス
テ
リ
ー
列
車 
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時
間
的
に
、
昼
の
時
間
と
な
り
、
先
ほ
ど

伸
ば
し
て
切
っ
た
う
ど
ん
を
ゆ
で
て
食
べ

る
こ
と
が
で
き
る
食
堂(

？)

へ
移
動
し
ま
し

た
。 そ

こ
に
は
、
う
ど
ん
を
ゆ
で
る
た
め
の
鍋

と
、
出
汁
の

入
っ
た
器
が

用
意
さ
れ
て

い
ま
し
た
。 

早
速
、
鍋

に
火
を
入
れ
、

自
分
た
ち
で

切
っ
た
う
ど

ん
湯
が
し
、

熱
々
を
ど
ん

ぶ
り
へ
取
り
分
け
、
つ
け
ダ
レ
で
頂
き
ま
し

た
。 思

い
の
ほ
か
熱
く
て
苦
戦
し
て
い
る
よ

う
で
し
た
。 

味
は
お
い
し
か
っ
た
で
す
。 

急
ぎ
足
で
、
昼
食
を
済
ま
せ
、
二
つ
目
の

体
験
、「
和
三
盆
菓
子
作
り
」
の
場
所
へ
徒
歩

で
移
動
し
ま
し
た
。 

テ
ー
ブ
ル
に
は
、
和
三
盆
用
の
砂
糖
、
木

型
、
作
っ
た
和
三
盆
を
入
れ
る
箱
が
準
備
さ

れ
て
い
ま
し
た
。 

           

和
三
盆

の
原
料
の

話
か
ら
作

り
方
の
説

明
を
一
通

り
受
け
、

和
三
盆
の

製
作
に
入

り
ま
し
た
。 

思
っ
た

以
上
に
型

に
砂
糖
を

押
し
込
む
作
業
が
難
し
く
、
思
っ
た
よ
う
に

型
か
ら
外
れ
な
か
っ
た
り
、
形
に
な
ら
な
か

っ
た
り
し
ま
し
た
。 

型
は
た
く
さ
ん
用
意
さ
れ
て
お
り
、
他
の

友
だ
ち
が
使
っ
て
い
た
型
を
交
換
す
る
な

ど
し
て
、
お
互
い
の
作
品
（
お
菓
子
）
を
見

比
べ
て
い
ま
し
た
。 

お
菓
子
作
り
を
進
め
る
中
で
、
う
ま
く
い

か
な
い
友
だ
ち
に
、
こ
う
し
た
ら
い
い
よ
、

な
ど
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
仲
良
く
な
っ
て
い

っ
た
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。 

和
三
盆
の
指
導
を
し
て
頂
い
た
先
生
へ

の
挨
拶
も
そ
こ
そ
こ
に
、
次
の
体
験
場
所
へ

移
動
し
ま
し
た
。 

三
つ
目
の
体
験
は
、「
手
ひ
ね
り
」
で
す
。 

先
生
の
一
通
り
の
説
明
を
受
け
て
か
ら
、

マ
グ
カ
ッ
プ
を
製
作
し
ま
し
た
。 

出
来
上
が
り
を
想
像
し
な
が
ら
、
い
ろ
い

ろ
な
ス
タ
ン
プ
（
型
）
を
押
し
付
け
た
り
、

取
っ
手
を
取
り
付
け
た
り
、
カ
ッ
プ
の
高
さ

を
変
え
た
り
な
ど
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
マ
グ

カ
ッ
プ
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。 

窯
入
れ
の
体
験
は
な
い
の
で
、
焼
き
上
が

っ
た
も
の
を
後
日
（
数
週
間
後
）
郵
送
し
て

頂
け
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
完
成
し
た
も

の
が
ど
ん
な
風
に
な
る
か
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
よ
う
で
し
た
。 

怒
涛
の
体
験
の
の
ち
、
宿
泊
場
所
（
屋
島

少
年
自
然
の
家
）
へ
バ
ス
を
走
ら
せ
ま
し
た
。 

本
施
設
で
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

済
ま
せ
、
宿
泊
棟
へ
移
動
。 
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ベ
ッ
ド
は
個
別
に
用
意
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
泊
ま
る
部
屋
は
、
大
部
屋
に
な
っ
て

お
り
、
普
段
と
は
違
う
環
境
な
の
で
少
し
戸

惑
っ
て
い
た
よ
う
で
し
た
が
、
す
ぐ
に
慣
れ
、

「
俺
こ
こ
」
、「
ぼ
く
は
こ
っ
ち
」
と
自
分
の

寝
床
を
決
め
て
い
ま
し
た
。 

夕
食
終
了
後
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
が
あ

り
、
シ
ニ
ア

リ
ー
ダ
ー
と
、

育
成
者
を
中

心
に
、
レ
ク

（
ゲ
ー
ム
）

を
１
時
間
ほ

ど
し
て
汗
を

流
し
ま
し
た
。

入
浴
を
済
ま

せ
、
一
日
目

が
終
わ
り
ま

し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

二
日
目
、
最
後
の
体
験
「
い
か
だ
活
動
」

が
始
ま
り
ま
し
た
。 

い
か
だ
活
動
当
日
、
天
気
が
す
ぐ
れ
な
か

っ
た
が
（
予
報
だ
と
雨
）、
活
動
で
き
る
と
の

こ
と
で
、
ま
ず
、
水
着
に
着
替
え
て
、
本
施

設
の
近
く
に
あ
る
砂
浜
へ
と
移
動
し
ま
し

た
。 

砂
浜
で
少

年
自
然
の
家

の
「
先
生
」
か

ら
「
い
か
だ
」

つ
く
り
を
一

通
り
説
明
を

聞
い
た
後
、

班
ご
と
に
分

か
れ
「
い
か

だ
」
の
製
作

を
し
ま
し
た
。 

ブ
イ
（
ウ

キ
）
の
配
置

場
所
、
垂
木

の
位
置
に
注

意
し
て
、
垂

木
と
ブ
イ
の

結
束
し
、
べ

ニ
ア
板
を
取

り
付
け
ま
し

た
。 思

っ
た
以

上
に
時
間
が

か
か
っ
た
よ

う
で
す
。 

完
成
し
た
「
い
か
だ
」
を
み
ん
な
で
波
打

ち
際
ま
で
運
び
、
順
番
に
「
い
か
だ
」
に
乗

り
込
ん
で
数
メ
ー
ト
ル
沖
ま
で
出
ま
し
た
。 

先
生
の
指
導
の
も
と
、「
一
」、「
二
」
と
声

を
そ
ろ
え
、
オ
ー
ル
を
操
作
し
、
目
標
地
点

ま
で
移
動
す

る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

時
間
が
押

し
迫
っ
て
い

た
た
め
、
体

験
活
動
（
沖

へ
出
る
時
間
）

が
短
く
な
っ

て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
い

つ
の
間
に
か

班
の
中
で
役
割
分
担
が
で
き
、
片
付
け
（
着

替
え
も
含
み
）
ま
で
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
ま

し
た
。 

一
人
も
欠
け
る
こ
と
な
く
、
け
が
人
も
な

く
活
動
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

移
動
の
バ
ス
は
「
屋
島
水
族
館
」
に
も
立

ち
寄
り
、 
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ま
た
念
願
の
「
お
土
産
」
購
入
を
済
ま
せ
、

帰
り
の
バ
ス
に
乗
り
込
み
、
高
松
駅
へ
。 

移
動
中
の
バ
ス
で
、
次
の
「
ミ
ス
テ
リ
ー

列
車
」
へ
の
参
加
を
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
た
と
こ

ろ
、
4
年
生
、
5
年
生
か
ら
は
「
次
も
行
く

（
来
る
）
!!
」
と
の
返
事
。 

6
年
生
は
「
来
年
は
中
学
生
だ
か
ら
・
・
・
」 

と
言
う
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。 

育
成
者
か
ら
、「
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
」
に

な
っ
た
ら
、「
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
」
と
し

て
参
加
で
き
る
よ
と
い
う
話
を
し
た
と
こ

ろ
、「
そ
う
な
ん
？
」
と
、
う
れ
し
い
反
応
も

あ
り
ま
し
た
。 

今
回
の
「
ミ
ス
テ
リ
ー
列
車
」
は
、
こ
れ

ま
で
よ
り
人
数
が
少
な
い
分
、
育
成
者
の
目

が
行
き
届
い
た
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。 

活
動
班
も
特
に
促
す
わ
け
で
は
な
く
、
自

然
と
お
互
い
を
助
け
合
う
こ
と
が
で
き
た

よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。 

(

広
報
部 

河
本
一
二) 

         

■ 

玉
野
市
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会 

令
和
4
年
8
月
9
日 

「
子
ど
も
体
験
」 

           

               

               

令
和
5
年
2
月
23
日 

             

■ 

美
作
市
子
ど
も
会
連
合
会 

令
和
5
年
12
月
23
日 

「
美
作
市
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」 
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■ 

津
山
市
子
ど
も
会
連
合
会 

令
和
4
年
8
月
21
日 

「
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
」 
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■ 

倉
敷
市
子
ど
も
会
連
合
会 

令
和
7
年
2
月
2
日 

「
倉
敷
市
こ
ど
も
ま
つ
り
」 

                          

             
令
和
5
年
8
月
5
日 

黒
木
キ
ャ
ン
プ
場
イ
ン
津
山
市 

 

津
山
市
の
「
野
外
塾
」
の
子
ど
も
た
ち
と
コ

ラ
ボ
し
て
県
子
連
ジ
ュ
リ
ア
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

流
し
そ
う
め
ん
を
し
て
、
そ
の
あ
と
テ
ン
ト

張
り
を
し
て
近
く
の
川
に
降
り
て
ニ
ジ
マ

ス
つ
か
み
取
り
を
し
て
夕
食
は
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
を
し
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
を
行
い
、

就
寝
し
ま
し
た
。 

次
の
日
の
朝
食
は
、
手
作
り
サ
ラ
ダ
、
サ
ン

ド
イ
ッ
チ
を
作
り
、
そ
の
あ
と
木
工
工
作
で

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
つ
く
り
楽
し
く
学
び
の

研
修
会
を
終
了
し
ま
し
た
。 

            
 

 

              

            

あ

と

が

き 

今
ま
で
に
な
い
酷
暑
と
極
寒
の
冬
を
迎
え

ま
し
た
が
、
日
一
日
と
春
の
声
が
聞
こ
え
て

き
て
い
ま
す
。
岡
山
県
子
連
に
お
い
て
も
コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
多
く
の
行
事
が
中
止
と
な

り
、
こ
こ
五
年
間
の
行
事
を
一
度
に
報
告
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

わ
が
国
に
お
い
て
も
「
議
員
連
盟
設
立
総
会
」

を
立
ち
上
げ
て
子
ど
も
会
に
力
を
入
れ
て

く
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
津
山
市
出

身
の
あ
べ
俊
子
先
生
も
文
部
科
学
大
臣
に

就
任
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
気
に
か

け
て
い
る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
期
待
に
沿

え
る
よ
う
県
内
の
子
ど
も
会
の
方
々
も
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。 

広
報
部 

 
 

 

以
上 

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会 

 
私は、会長の浅原です。 

ガォー!! 


